
子どもが安全に暮らせるまちづくり

家庭内暴力で苦しむ子どもへの支援の充実

子どもたちがさまざまなことに挑戦できる機会の確保

子育て支援

子育ての家計負担の軽減

結婚祝い金の配布

子どもがのびのびと自分の個性を生かせる公共施設の拡大

遊具が充実していて無料の駐車場があり遊びやすい公園

勉強や仕事のできるスペースの提供

自転車での通学・通勤のしやすい環境

子どもがいる母親の再就職

経済的に安定して子どもを育てていけるかという不安

希望する保育園に入れないこと

学童保育

持病

自然災害のこと

深夜帯の騒音

駅周辺の治安

悩みはありません

かかりつけ医

生活支援員に相談する

基本的には相談しないが、不明点などは各相談窓口へ問い合わせている

相談をした時の相手の態度が特に重要だと思うので嫌な態度をとらないようにしてほしい

解決策を提示できること

【質問７】
相談するとしたら、相談先にどのようなことを望みますか。

　各設問における「その他」の回答（主なもの）【若者】

【質問４】
子ども・若者に関する施策について、厚木市に力を入れてほしいことはなんですか。

【質問５】
今、悩んでいることや不安に思っていることはありますか。

【質問６】
あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、相談する相手は誰ですか。



友達の家

友達といる時にいる場所

自分の家

トイレ

サウナ・スーパー銭湯

カフェ

人と他愛ない会話ができる場所

子どもと一緒に楽しめるところ

子連れでも気軽に行ける場所

子どもを預けられる場所

食事の提供があり、勉強や作業が許される場所

小・中学生が遊んだり、身体を動かせる場所、施設

暑さをしのげて無料で子どもが遊べる場所

悪天候でも小学生が思い切り遊べる場所

おしゃれなカフェ、喫茶店、歩いていける公園や遊歩道

今回届いたハガキ

匿名

【質問８】
今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、居心地のよい場所）はどこですか。

【質問10】
どのような方法があればこれからも市役所に自分の意見を伝えやすいですか。

【質問９】
あればよいと思う居場所とはどのような場所ですか。


